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   スタッフ紹介 

  
       

  

第２号 

紹介受入について 

 急性肺炎や感染性胃腸炎、熱性けいれんはもとより、おうちに帰すのが
気になる患者様、はじめての子育てで不安な保護者の方などに当院への
入院をご紹介ください。ご紹介への返書送付率は１００％です。 

    新年の挨拶 

 

 

  

 明けましておめでとうございます。 
 

 昨年は徳仁親王殿下が第１２６代天皇に即位され、元号も令和に改まり
ました。今年は令和２年、いよいよ新しい時代に入ったという感じです。 

 ところで、薬の歴史を紐解くと、８世紀初頭に編纂された「古事記」の大国
主神の神話に「因旛の白兎」の話がでてきます。即ち大国主神が、傷を
負った白兎に薬草(がまの穂)を使うことを教えて助けた話です。現代は、

がんの特効薬のオプジーボに代表される素晴らしい薬が次から次に開発
され、我々人類は確実に進歩を遂げているのです。しかし、地球上では未
だに戦争が絶えず、貧困格差は益々拡大しています。そして、今年の子ど
もの出生数は３０年ぶりの大幅減となり、９０万人台を割る可能性が報道さ
れています。 

 現在の子どもの子育て環境を見てみると、低出生体重児が多いこと、虐
待の事件が増加していること、子どもの貧困化が拡大していること等があ
ります。このままの状態が続くと「子育て環境不全」に堕ち入りかねないと
危惧しています。子どもたちを育てるための環境整備は、この１～２年が
勝負だと思います。 
  

篠原 大悟（公認心理師・臨床心理士） 

           2019年１１月入職 

 精神科の病院で約9年勤務していました。
その中で、健診や発達相談に携わったり、療
育事業所と一緒に子どもの成長について考え
てきました。心の健康や、安心して過ごせる
環境づくりを大切にしています。 

 子育て環境を整備するといっても、様々な対応策がありますが、中でも一
番の子育ての基本は、育ての親と子どもの絆をしっかり形成することだと思
います。即ち「愛着・アタッチメント」とはどういうことかを知り、確実に実行し
続けることだと思います。 

 子どもが自信を持てるように良いところを褒めてあげること、そしてそのこ
とが、子どもの将来において本人の「自尊心」と「アイデンティティー」の確立
に繋がると信じています。 

 小さな行動の積み重ねが将来の人間形成に寄与する事を期待したいと思
います。 


